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1農林水産省「農産物輸出の一層の促進」at 
http://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_maff/h18_h/trend/1/t1_2_4_04.html（2018 年３月 13 日に最終ア
クセス）。 
2日本の食料自給率（カロリーベース）は、1965 年は 73％であったが年々減少し 2016 年は 38％とな
っている。農林水産省「食料自給率とは」at 
http://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_maff/h21_h/summary/p1_c3_01.html（2018 年３月 13 日に最終ア
クセス）。 
3日本の農業総産出額は、1984 年の 11 兆 7 千億円をピークに、2008 年には 8 兆 5 千億円に減少。 
農林水産省「国内農業生産の動向」at 
http://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_maff/h21_h/summary/p1_c3_01.html（2018 年３月 13 日に最終ア
クセス）。 
4日本の米の自給率は 1984 年 100％、2017 年 95％である一方で、日本の畜産業の自給率は 1984 年
47％、2017 年 17％となっている。 
農林水産省「食料自給率の向上と食料供給力の強化」at 
http://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_maff/h18_h/trend/1/t1_1_1_06.html（2018 年３月 13 日に最終ア
クセス）。 
5肉用牛、乳用牛、豚の内、乳用牛のみその飼育頭数が減少している。 
 肉用牛 乳用牛 豚 
1971 年 1759000 頭 1856000 頭 6904000 頭 
2000 年 2823000 頭 1764000 頭 9806000 頭 
農林水産省「畜産統計」at http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/tikusan/index.html（2018 年３月
13 日に最終アクセス）。 
6根本 悠 独立行政法人農畜産業振興機構「ニュージーランドの酪農事情」（2014 年９月３日）at 
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20％が NZ により占められている7。そこで、成功例としての NZ の酪農を参考にすることで、日本の
酪農産業の経営を健全化できるのではないか、との考えに至った。 











 木下様へのインタビューによると、豊岡牧場は 1977 年ごろから開業し、2007 年ごろから藤井商店
の管理農場の一つになった。藤井商店は、豊岡牧場の他に国内では広島・岡山・滋賀、国外では中国・
ベトナム・タイに牧場を有している。豊岡牧場の作業員は、日本人４名・ベトナム人２名の計６名で
あった。日本人は３名が 50 歳代以上で、一人が 25 歳であった。また、ベトナム人は２人とも 20 歳

















                                                  
https://www.alic.go.jp/koho/mng01_000018.html（2018 年３月 13 日に最終アクセス）. 
7農林水産省 生産局畜産部「牛乳・乳製品及び牛肉の貿易の状況」（2004 年７月）at 
http://www.maff.go.jp/j/council/seisaku/tikusan/kikaku/h1605/pdf/ref_data2.pdf（2018 年３月 13 日
に最終アクセス）. 
   
8認定 NPO 法人アニマルライツセンター「乳牛の繋ぎ飼いの問題」at www.hopeforanimals.org/dairy-
cow/467/（2018 年３月 13 日に最終アクセス）. 
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バーンクリーナーの構造9   











豊岡牧場のミルカー  豊岡牧場の貯蔵気 
                                                  
9ORION「バーンクリーナー」at http://www.orionkikai.co.jp/rakuno/products/kankyo/bc/index.html
（2018 年３月 13 日に最終アクセス） 
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豊岡牧場のミキサー 











2.3.1  コストとその削減方法 
木下様の話によると、豊岡牧場の一番のコストは飼料費用であり、二番のコストが人件費であると
のことであった10。コストの削減のため、開業当初乳牛の頭数 20～30 頭程度から 120 頭へ拡大して














                                                  
10 豊岡牧場の経営において飼料費用と人件費の占める割合を確認することができなかった。日本の一
頭当たり生乳生産費の各費用の構成比は以下の通り。 
 飼料費 労働費 物財費 乳牛償却費 
構成比 48.4％ 19.8％ 18.9％ 12.8％ 
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３ NZ の酪農家の調査結果 




Phil FaGan とその従業員にインタビューを行った。 
3.1  Phil 牧場の概要 
 Phil FaGan へのインタビューによると、Phil 牧場は Phil FaGan の父が 1974 年に開業し、その
牧場の面積は約 330ha に及び、その牧場内で約 600 頭の乳牛だけでなく肉牛、羊の放牧を行う他に、
トウモロコシなど飼料用の農場、カルシウム鉱山、家族とスタッフ用の５つの家もあるとのことだっ
た。また、子牛用の牛舎が 2 つあり各牛舎の子牛の頭数は 120～140 匹であった。約６，７週間前に




3.2  工学的視点からの Phil 牧場の調査結果 
 工学的視点からの Phil 牧場の調査として、Phil 牧場の乳牛の飼育システムや糞処理、搾乳、飼料
作成技術を調査した。 
 
3.2.1  乳牛の飼育システム 
NZ の乳牛の飼育システムは、放牧に基づく大規模草地型酪農である。そのため、大規模な牛舎や大
量の濃厚飼料を必要とせず、主な施設は､搾乳場と子牛の収容施設を除けば牛舎なく低設備投資を実
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現し低コストの酪農経営が可能となっている。また、草の生育ステージに搾乳サイクルを同調させる､
草の生育ステージに合わせた合理的な生乳生産 (季節生産)も NZ の飼育方法の特徴として挙げられ
る。NZ は、放牧をその特徴とするため農場の平均的規模は 100ha となっている。今回現地調査した
NZ の酪農家 Phil FaGan も、約 330ha の牧場に約 600 頭の乳牛の放牧を行っており、子牛用の牛舎
を 2 棟（1 棟あたり子牛 120～140 匹）有していた。 
   
Phil FaGan の牧場の放牧   子牛用の牛舎 
 
3.2.2  糞処理技術・システム 
 牛の糞尿の処理は牛の移動があるためにバーンクリーナーは用いられず水で地面を洗い流して処
理する。また、その糞尿は牧草用の堆肥としても利用されていた。 












 今回現地調査した NZ の酪農家 Phil FaGan の牧場では、カルシウム 25 ㎏、マグネシウム 12.5kg、
塩 6 ㎏、プレミックス 500g、トウモロコシ約 2000ｋｇを大型ミキサーに積み込み、飼槽へトラクタ
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Phil FaGan の牧場での水による糞処理  Phil FaGan の牧場のパイプミルカ― 
 
 
Phil FaGan の牧場の大型ミキサーと飼槽へ飼料を投入している様子 
 




3.3.1  コストとその削減方法 
Phil FaGan の話によると、Phil 牧場の一番のコストは人件費であり、二番のコストが飼料費であ












3.3.2  生乳の販売方法 
 Phil FaGan によると、Phil 牧場で搾乳された生乳は毎日朝にフォンテラへ輸送され、保存のきく
乳製品への加工後世界中へ輸出されているとのことであった。 
3.3.3 酪農家への補助金 
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12農業生産法人株式会社スノーフィードサービス「フリーストール牛舎」（2017 年 11 月９日）at 
https://showa-express.com/sfs/freestole/（2018 年３月 13 日に最終アクセス）. 
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13 豊岡市には、2005 年時点で耕作放棄地が約 389ha 存在する。 
農林水産省「耕作放棄地解消事例集」（2004 年７月）at 
http://www.maff.go.jp/j/nousin/tikei/houkiti/h_jirei/pdf/7_10.pdf（2018 年３月 13 日に最終アクセ
ス）. 
14消費者庁「食品ロスの現状と削減への取組」at 
http://www.caa.go.jp/information/hakusyo/2014/honbun_1_1_3_1.html（2018 年３月 13 日に最終ア
クセス）. 
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重なご意見を提供していただいきまた酪農家の方を紹介していただいた NZ の酪農家 Phil FaGan 一
家、飼料輸入・卸畜産総合サービス株式会社藤井商店取締役会長藤井繁様、かすや法務行政書士事務
所所長糟谷実香様、豊岡牧場の木下様、大阪大学理学部高成壮磨様に改めて深く御礼申し上げます。
最後に、学部生にも関わらずこのような充実した研究が可能になったのは、大阪大学未来基金から十
分な研究費を支給していただいたためであります。大阪大学未来基金へご協力していただいた方へ深
く感謝したします。 
 
